

































































































































































































































































特Ａ Ａ１ Ａ２ Ｂ１ Ｂ２ 合計
男子 女子 合計 男子 女子 合計 男子 女子 合計 男子 女子 合計 男子 女子 合計 男子 女子 合計
50何 1 １ ２ ３ ３ ６ 1１ ６ 1７ ６ 1０ 1６ １ ２ ３ 2２ 2２ 4４
51何生 1 ０ １ ６ ４ 1０ 1２ ５ 1７ 1４ ８ 2２ ０ 1 １ 3３ 1８ 5１
52 ０ 0 ０ ３ ２ ５ ８ ７ １５ ４ ６ 1０ ０ 0 ０ 1５ 1５ 3０
53 ０ ０ 0 ７ ２ ９ 1７ ５ 2２ 1１ ３ 1４ ２ ３ ５ 3７ １３ 5０
54何 ２ ０ ２ 1１ ６ 1７ 1１ 1２ 2３ ７ 1１ 1８ ３ ３ ６ 3４ 3２ 6６
55 １ 0 １ ９ ７ 1６ 1３ 1１ 2４ 1５ ９ 2４ ３ １ ４ 4１ 2８ 6９
56何生 ２ 0 ２ ６ ４ 1０ 2２ 2０ 4２ 1５ 1７ 3２ ３ ０ ３ 4８ 4１ 8９
57,1 ２ 0 ２ 1０ ６ １６ 2０ 1６ 3６ 1９ １３ 3２ ０ ４ ４ 5１ 3９ 9０
581両1生 ３ 0 ３ 1６ ７ 2３ 1２ 1８ 3０ 2３ 1２ 3５ １ ２ ３ 5５ 3９ 9４
59同 ２ ０ ２ ９ １１ 2０ 1９ 1３ 3０ 2７ 1１ 3８ ３ 1 ４ 6０ 3６ 9６
60同 ２ ０ ２ ９ 1０ 1９ 1２ 2３ 3５ 1６ 1６ 3２ ３ ３ ６ 4２ 5２ ９４
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50回生５１回生５２回生５３回生５４回生５５回生５６回生５７回生５８回生５９回生６０回生
一一地理選択者割合(％）男子
一地理選択者割合(％）全体
一一地理選択者割合(％）女子
図５地理選択者比率の推移
し，時代とともにその割合が最近，特に増えてきた
ように感じる。あくまで推測の域を出ないが，これ
だけ国際社会や地球環境の`情報が入ってくると，グ
ローバルな視点から積極的に世界とかかわろうと，
常日頃から世界に対する興味関心を持つような女子
生徒が増えてもおかしくないだろう。それが，世界
図の描画力にも反映されたのだと考えるのは穿った
見方であろうか。
そう考えると，男子の描画力が下がってきている
理由も同じ論理の裏返しと考えることもできる。少
子化や低成長による影響で，男子は将来を見据え，
冒険をするよりも現実的で安定した進路を選ぶよう
になってきた。医学部熱の高まりがその典型であ
る。本校では特に医学部進学者数が多くなってきた
のは，ちょうど56回生からである。もちろん女子に
も医学部志望者は多いが，男子の比率が相当に高く
なってきたのは事実である。そんな男子生徒にとれ
ば，世界のことに特別な関心はないということなの
だろう。
さらに，受験科目の変更もその傾向に拍車をかけ
た可能性がある。1997年から大学入試センターテス
トの受験科目が変更され,２単位科目の公民科で受
験が可能になった。以来，二年生の時には地理を選
択するが，三年生では公民科に変わる生徒が増えて
きた。二年生の時点では単に日本史より楽そうだか
ら地理を選択する。だが，三年生になったらもっと
楽そうな公民科に乗り換える。そんな現余な生徒が
激増し始めた。易きに流れる傾向は最近に始まった
ことではないが，５５回生・５６回生を境に明らかな差
があるのは，新指導要領の実施および受験科目の変
更と時期を－にしている。明らかに，受験動向が反
映されたと考えるのが妥当ではないだろうか。最初
から受験科目でもなく，モチベーションも低い理系
の男子に，世界地図の描画力を期待する方が無理だ
ということなのだろう。
つまり，新課程になって男子の偏差が大きくなっ
てきたのは，地理選択者のモチベーションの格差の
現れであると考えることができる。一部に，妙に世
界に詳しい生徒がいる一方，世界を視野に夢を語る
ような男子生徒が減ってきたということを示してい
るのかもしれない。
国際社会で活躍したい女子生徒の増加と現実的な
将来像しか描かない男子生徒の増加。案外，こんな
男女の立場の差が少子化や低成長に伴って際立つよ
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ば，平均的な力は下がっても良いということではな
いはずである。実にこれは教育の根源にかかわる問
題である。しかし，現実として今後，そのような傾
向が強まる可能性は否定できない。教育現場にも競
争原理が導入されたことによって，こんな格差も生
み出している現状がある，ということを改めて認識
させられた。
今後も，原則として大きな変更をせずに調査を継
続していきたいと思う。加えて，要因の分析に資す
るような調査もできるとよいと考えている。今改定
が果たしてどのような結果を生んだのか、大きな変
化を裏付けるような資料になれば面白い。現場が取
り組むべき最も重要な研究のひとつは，現実の生徒
の追跡調査であろう。今後，学力低下問題などを考
える上でも，現場の生の資料を蓄積し続けたいもの
である。
今後は，真の世界像を表出させるために，ポール
に世界図を描かせるような実験をしてみたいと思っ
ている。現状ではよほど地球儀の好きな生徒でもな
ければ，球面上に正確な世界を投影することなど不
可能であろう。しかし，今後googleなど３Ｄソフト
の普及によって，かつてより球面上の世界観がより
身近になるに違いない。いつか調査，比較してみた
いと考えている。
最後になったが，アンケート調査を楽しみながら
協力していただいた本校生徒諸君に感謝したい。
うになり，このような調査にも反映されてしまった
のかもしれない。
Ｓおわりに
空間認識は地理が求められる最も基礎的な学習目
標の一つである。そして世界像を正確に描けるとい
うのは，十分な世界認識が備わっていることの証で
ある。
今回この世界地図描画テストを集計分析してみ
て，本校では案外うまく描ける生徒が多いというこ
とがわかった。一方で，偏差が大きくなる傾向も認
められる。また，男女差が生じていることも明らか
となった。
世界地図描画に関しては，おそらく一度でも描か
せる機会を与えることで，ずいぶん描画力はつくの
ではないかと考えられる。見`慣れることと，世界地
図に触れる機会を増やすことが，正確な世界像を形
成させるのに役立つことは間違いないだろう。自分
の知識を空間に置き換えて確かめるような作業は是
非ともさせるべきだといえよう。
細部の要因分析については，あくまで推測の域を
出ないが，新旧教育課程の違いやそれに伴う受験科
目の変更などが大きな鍵を握っていることが予想さ
れる。最初に示したように新指導要領の「地理」で
は，「理解」や「考察」する地理から，「視点や方法
を身につけさせる」「技能を身につけさせる」地理へ
大きく転換した。この指導要領の改訂は，興味のあ
る生徒はより発展的に学ぶが，関心意欲のない生徒
は最低限でよいということになる。新課程によって
意欲関心の高い生徒がうまく育ってきた一方，素養
の低い生徒も許容されることを示すのだろう。調べ
学習など主体的な地理の学習が生徒の興味・関心を
引き出す効果がある一方，興味の無い生徒は全く世
界認識とはかけ離れてしまう。やはり学習の転移な
どというのは机上の空論になる懸念を隠せないので
はないだろうか。一部に傑出した生徒が輩出ざれれ
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